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［女たちの悪知恵 IV  ingenia IV］
その権力と財産といえば、いくつもの侯爵領にも匹敵すると言ってもいい伯爵が、静か
に穏やかに暮らしておりました。家臣の者たちを心から愛し、彼らからもなおいっそう愛
され尊敬されていました。最大の喜びと楽しみは庭園をいっそう立派にすることにあり、
そのために大金を支出しては、遠いところから見事な樹木や花や草木を買い入れていまし
た。
年老いた農場管理人がひとりいたのですが、伯爵の住む宮殿のそばにあるその庭園を、
それはそれは念入りに世話していたので、伯爵からたいへんかわいがられていました。そ
の管理人には美しい若い妻がおり、何でもその望みをかなえてやらずにはいられないほど
愛していました。彼には秘書もおり、若さにあふれた美男子だったのですが、女性に対す
る愛着を表に出すことはほとんどありませんでした。若妻はしばしば彼にいろいろと話し
かけたのですが、彼はいつも素っ気ない返事をするだけでした。秘書が、自分の想いを無
視していることに気づいた若妻は、彼を憎むようになり、女が復讐するときには決まって
そうなのですが、夫に秘書の悪癖や失策を告げて、彼を家から追い出そうとしたのです。
しばらくすると、秘書も主人の不興を買っている理由に気がつき、できる限りそれを減ら
す努力をするようになりました。彼が奥さんにちょっと好意を示すようになるや、たちま
ち彼に対する苦情や憎しみは消え去ったのです。
農場管理人が不在のある日のこと、秘書は新しい羽ペンを整えながら、書き味がいいか
どうかを試そうとして、「女たちの悪知恵に勝るものは何もない」と紙に書きました。そ
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のうしろに立っていた奥さんがそれを見て笑い出し、こう言いました、「何を思いついた
というの、ヤーコプ？　あなたでも女たちの悪知恵のことを、少しは知っているみたいね」。
彼は振り返って言いました、「試したことがあるに違いない人たちから話に聞いているだ
けで、今でもそう確信しているわけではないんです」。その返事を聞いた奥さんは大声で
笑い出し、こう言いました、「もしあなたがわたしの指図通りにしてくれるなら、あなた
が今書いたことが本当に本当なのだということを、あなたに分からせてあげるわ」。
秘書は、命じられることは何でもすると約束しました。奥さんは机のそばにすわって、
こう言いました、「わたしが望むときに夫がベッドのわたしのそばからいなくなって、夫
がまた戻ってくるまでの間ずっと、あなたがわたしのそばにいるってことは、できると思
う？」秘書は首を横に振り、ひと言も言いませんでした。「わたしの言っていることは、
変かしらね？」と奥さんが尋ねました、「いいえ、ほんとうにそうなるのよ。しかも、あ
なたがそのことで夫をしたたかに懲らしめてくれると、夫はあなたのことをいっそう愛す
るようになり、信頼するようにもなるのよ。そのチャンスが訪れるのを待っていなさいね、
何もかもやってみせるわ」。そう言うと、彼女はまた自分の仕事に戻って行きました。そ
のときから秘書は頭がぼうっとしたようになって、奥さんのことをどう考えたらよいのか
分からなくなってしまいました。
ある日のこと伯爵は、その他の領地を視察するために旅に出る準備をしました。出発前
にもう一度、農場管理人を訪れ、庭園を入念に管理し、自分が戻ってくるまで決して損害
を出さぬようにと命じました。管理人がその仕事を感謝の念とともに受けると、伯爵は宮
殿をあとにしたのです。
伯爵が旅立つと、用心深い管理人は、せめてひとつもなくなったりしないように、見事
な樹々についている実だけでも数えておこうと、庭園に赴きました。
奥さんは、最初の階段の向い側に、休息用に割り当てられていた秘書の部屋へと急ぎま
した。「今日、わたしが前に言ったことが実現するわ」と彼女は言いました、「わたしのも
くろみ通りになれば、あなたも納得するはずよ。だから、夜、夫が階段を降りる音が聞こ
えたら、勇気を出してわたしのところに来てちょうだい。あとのことは、そのときになっ
たら言うわ」。
夜になり、管理人は早く床に就きました。その少しあとに、奥さんもベッドに入りまし
た。しかし、夫がぐっすりと眠っているのを確かめた彼女は、夢に驚いたかのように、夫
を激しく叩いたのです。びっくりした夫は眠っているところを起こされて、こう叫び始め
ました、「ああ愛しいお前！　そんなに興奮して、いったいどんな夢を見たというんだ
ね？」「あなた」と彼女は応えました、「夢なんかじゃないわ、もう三回も聞こえたのよ、
庭園で何かが物音を立てているのよ。それで目が覚めちゃったの、眠れそうもないから、
誰もいないかどうか調べてきてちょうだい」。
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管理人はあらゆる手を尽くして、その思い込みを晴らそうとしたのですが、無駄でした。
彼女は、庭園からは何ひとつとして物がなくなってはならないと言った伯爵の厳しい指示
を、彼に思い出させたのです。それから彼女はこう言いました、「だから、お願い、わた
しの不安を軽くしてくれるつもりがあるなら、どうか起きて、とんでもない責任がわたし
たちに振りかかってこないように、庭を見てきてちょうだい」。
「お前の願い通りにするとしよう」と管理人は言いました、「でも、この急いでいると
きに何を着ればいいんだ？　わしのナイト・ガウンは、きのう仕立て屋に繕いに出してし
まったじゃないか」。「まあ、愛しいあなた」と奥さんが言いました、「わたしがあなたを
そんなだらしのない格好のまま、冷たい風の吹く外に行かせるとでも思っているの？　あ
なたに風邪をひかせたりなんかは、させませんわ」。そう言うと彼女自身もベッドから飛
び出し、スリッパを履いて、急いで自分の長い毛皮のコートを持ってきて、それを夫に着
せ、こう言ったのです、「さあ、あなた！　もしかしてこのコートのほうがずっとあたた
かくて、快適なんじゃなくって？」彼女は夫をしっかりとくるみ込み、部屋のドアのとこ
ろまでついて行きながら、こう言いました、「あなた！　もう一度お願いするわ、大事な
のは、わたしたちが安心して眠れるように、庭中を隈なく見て回って、調べあげてくるこ
となのよ」。ドアのところで彼女は愛情をこめてもう一度キスをし、気をつけて行ってら
っしゃいねと忠告したのです。
秘書は、主人が庭園に入るのを待って、喜び勇んで奥さんの部屋に急ぎました。
初めのうちはあんなにも慎み深かった若者に、推測だけで不当なことをしたくはありま
せんので、彼がそのとき奥さんとどんなことをしたのかについては、申し上げません。し
かし、「盗みはその場の出来心」という諺が真実である限り、わたしにはあまり彼を弁護
することはできません。
あらかじめ言ったことをすっかり実現してしまった奥さんは、秘書に言いました、「さ
あ、ランタンに蝋燭を灯して部屋に帰り、主人を待っていなさい、そして、主人が階段の
ところに来たら、わたしが夜中に主人のもとを離れたのだと思った振りをして、階段を昇
っていく間中、棒で主人を叩き続けるのよ」。その狡猾な思いつきに、思わず大声で笑い
出してしまった秘書は、その一件に関してさらにどうすればいいのかは、もう教えてもら
わなくても大丈夫だと言いました。彼は奥さんに別れを告げると、自分の部屋へ急ぎ、そ
こで主人の到着を待ち受けていたのです。
哀れな管理人は庭園を隅から隅まで探し回り、調べあげると、すっかり凍え切って奥さ
んのもとに戻ろうとしました。彼が階段に足をかけたのを見て取った秘書は、ランタンを
手に部屋を飛び出し、管理人を棍棒で殴りつけながら、こうわめき始めたのです、「ああ、
この恥知らずな女め、お前が夜に老主人のもとから別の情夫のところへ通っているのは、
もう何度か見て知っているんだ。こんな非道なことがまかり通っている家になんか、もう
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いてやるものか」。そう言い、したたかに殴りつけながら、彼は階段を昇る主人をずっと
追いかけて行ったのです。それからまた部屋に戻って行きました。
哀れむべき老人は、ほとんど息もできないような状態で部屋にたどり着くと、「痛い、
痛い！」と嘆きました。奥さんは、待ってましたとばかりにベッドから飛び出すと、分別
をなくしてしまったかのように、こう叫んだのです、「ああ、愛しいあなた、どんなひど
い目に遭ったというの？　きっと庭にいた泥棒があなたに何かひどいことをしたのね」。
疲労困憊していた管理人は、まだ口を開くことができなかったのですが、それでもやっ
との思いで、その口からこう言ったのです、「ああ、ちがうんだ、お前、ちがうんだ！
うちのヤーコプなんだよ！」ヤーコプの名を聞いた奥さんは、大声でこう叫び始めました、
「あのいまいましいならず者が、ずうずうしくもあなたを踏みつけにしたのね？　急いで
行って、顔中をひっかいてきてあげるわ」。――「ああ、そうじゃないんだ、待ってくれ、
愛しいお前、事の成り行きをお前に全部話してしまうまではな。誠実で善良なうちのヤー
コプが、わしが庭から戻って来たときに、ランタンを手に部屋から出てきて、お前の毛皮
のコートを見て、お前がこんな夜中にわしのそばを離れたと言って、怒り狂いながら、わ
しを棒で何度か叩いたんだ」。「何てふとどきなやつなの！」と奥さんはその話をさえぎり
ました、「あいつが、事もあろうに、あなたのか弱い体に手を触れたというのね？　ああ、
許してちょうだい、大事なあなた、今すぐに仕返しをしてくるわ。ナイフでも何でも突き
つけてやるわ」。「聖なるものすべてにかけて、お願いだから、そんなことはしないでくれ。
あれは、非道なことがわが家で起こるのを許せない誠実な若者なんだから」。――その心
からの頼みで、管理人夫人は気を鎮めたのです。その時からというもの、ヤーコプは主人
の全幅の信頼を受け、まるで実の息子のように愛されるようになったのです。
「お願いです、陛下」と第二の賢人はその話を結んだ、「女のずる賢さにだまされない
よう、気をつけて下さい、王妃には自分の血を分けた息子がいるのです、その子は、陛下
の合法的な継承者であるエーフィウスを、母親の策略によって玉座から追い落とすことが
できると期待しているのです」。
すると、ローディゴはその怒りを満面の好意に変え、エーフィウスを処刑しないという
保証を与えて、賢人を立ち去らせた。
５　王妃の第三の物語　アラビアの君主と、
離別した妻との間のひとり息子
［父王を殺す第一王子　heres regni]
アラビアにある君主がおり、全国土を支配し、神に対するように自分の前で身をかがめ
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る大勢の奴隷を所有していました。機知とユーモアに富んだ人で、これから起こる多くの
ことを臣下の者たちに予言することができたので、全国民から愛されておりました。妻も
大勢いたのですが、誰ひとりとして子供を産んで彼を喜ばせることができませんでした。
ある日のこと、このままではアラビアの支配権を譲る継承者を決められないと考え込んで
いた彼は、妻を残らず離別して、新しく外国から妻を選ぶことにしようと思いついたので
す。
その決意は間もなく実行に移されました。彼は大きな宮殿を建てさせ、妻たちをひとり
残らずそこに連れて行くよう命じ、大勢の宦官を割り振り、宮殿に監視所を設けて、誰も
外に出られないようにしてしまったのです。そんなふうにしたのは、妻たちに重大な計画
を知られないようにするためでした。
それから彼は何人かの顧問官を呼んで、決意のほどを伝えました。誰もが彼のことを予
言者であると思っていたので、そうした尋常ではない決心に対して助言することもできず、
頭を垂れて、その計画をほめたたえたのです。
そのときから彼は、どのような乙女をどの国から妻に迎えるべきか、あれこれと考えま
した。結局、宰相の娘を選び、実際に結婚したのです。祝宴はアラビアの風習に従って特
別厳かに、贅沢きわまりない食事で祝われました。こうして君主は、愛するただひとりの
妻とともに満ち足りた生活を始めたのです。しかし、その満足も長くは続きませんでした。
妻といっしょになってまだ半年にもならないうちに、例の宮殿に閉じ込めた妻たちの中の、
いちばんのお気に入りだった妻が元気な王子を産み落としたという知らせを受け取ったか
らなのです。
その国では、どの妻から生まれようとも長男が継承者となると決められていたために、
その知らせに悲しくなった彼は、宮殿の誰ひとりとして息子誕生のことはひと言も漏らし
てはならぬと命じました。命令は完全に守られました。こうしてその子は、君主以外には
そのことを知る人もなく、母親のもとで育てられることになったのです。
新婚生活が一年も経たぬうちに、新しい妻も息子を産みました。その喜びはすぐさま貴
族や庶民の知るところとなり、誰もが家の前に青々とした木を立て、その周りで慶び合い
ました。
心に歓びではなく悲しみを感じていたのは、ただひとり君主だけでした。今の妻が、も
うひとりの息子のことを聞き知ることもあるかも知れない、と恐れたのです。けれども、
そうした心配は無用でした、なぜなら、彼の命令はみんなの口の堅さで、きちんと守られ
ていたからです。彼はうわべはすっかり安心したようにみえたのですが、二度と〔離別し
た〕妻たちを自分のもとに呼び寄せない、いわんや自らがその宮殿に赴くようなことはし
ないと誓いを立ててしまっていたために、心の中では何がしかの罪の意識を感じていたの
です。
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さて、二人の息子たちは健康この上なく七歳になりました。次男のほうはすでに勉強を
始めていて師に託されていたのですが、長男のほうは、母親以外には、教えてくれる者は
いませんでした。
数年後、次男の鋭い洞察力に大きな喜びを感じるようになったのですが、それでもすっ
かり心が落ち着くというわけにはいきませんでした。彼は、どうしたら長男のほうに誰に
も知られずに教師をつけることができるかと、考えました。しかし、どうすれば実行でき
るのか、思い至りませんでした。結局、いちばん口の堅い廷臣のひとりに、長男を外国の
完璧な師のもとに連れていって、そこですべての面倒を見るよう託すことに決めたのです。
君主の計画は最善の方法ですばやく実行され、父親はやっと心に安堵感を抱きました。君
主の満ち足りた思いは丸七年のあいだ続きました。〔ところが、〕七自由学芸の教育をすっ
かり終えた長男が、手紙で、故郷に戻る許しを求めてきたのです。その願いは君主の気持
ちを滅入らせました。息子が帰ってくれば、本当の継承者は誰なのかという秘密や、その
継承者が不法にもかくも長いこと隠されていたということが全国民に知れ渡ってしまうこ
とは、容易に想像がついたからです。彼はいろいろな手段を考えてみましたが、安心でき
るようなことは何ひとつ見つけ出せず、うわべでも内心でも、もうその動揺を隠すことが
できなくなってしまったのです。
やがて、夫の心痛に気づいた妻は、自ら話しかけて、その悲しみの原因が何なのかを尋
ねるために、夫がうれしそうな顔をしている時はないかと、チャンスをうかがいました。
その願いはやがてかなえられ、君主自らが彼女の部屋にやって来て、こう言ったのです、
「この国のすべての女たちの中の最愛のお前、これまでずっと長いこと秘密にしてきて、
わしのただひとりの親密な友以外には誰も知らないことを、わしはもうこれ以上お前に隠
しておくことはできない。わしには最初の妻との間にもうひとりの息子がいるのだよ、そ
の長子相続権ゆえにお前をできるだけ悲しませたりしないために、わしはその子を秘かに
育てるように命じた。その子が異国で、必要なあらゆる学芸を教育されるようになってか
ら、もう七年が経つのだ。今になって、この国に帰ってきてもいいかと、許しを求めてき
た。そういうわけなのだが、その子が帰ってくるのは、お前にとっては不愉快なことでは
ないだろうか？」――「ああ、愛しいあなた」と彼女は応えました、「どうしてあなたは、
そんなにも長いこと、わたしに秘密にしておくことができたんです、この心の歓びを二倍
にしてくれるようなことを？　ああ、あなたの子をこの腕に抱くことができたら！　お願
いします、使いの者をやって、その子をこの胸に抱き締めることができるようにして下さ
いませ」。予期していなかったその返答に君主は大喜びをし、そのときからというもの、
彼は息子の姿をできるだけ早く見たいものと、そのことばかりに気を奪われるようになっ
たのです。
その歓びは、ある意味では、満ち足りていた夫婦ふたりに与えられたものでした。とこ
33
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ろが、息子の到着は、まもなく二人に不満を抱かせるようになりました。彼はほとんど口
もきかず、たまに口にすることといえば、どうとも取れるような曖昧なことばかりだった
のです。いつもひとり自分の部屋にいて、数名の召使いのほかには、誰ひとりとして近づ
けようとはしませんでした。
こうした息子の尋常でないやり方に怒った父親は、なぜ普通ではない態度をとるのか、
その理由を知るために彼を呼び寄せ、どうしてそんなに落ち込んでいて、いつも考え込ん
でばかりいるのだ、と尋ねました。「父上」と彼は応えました、「自分の部屋に閉じこもっ
ているのは、父上のためを思ってなのです、長男をこんなにも長いこと隠していたといっ
て、国民が父上に反抗したりしないようにと考えてのことなのです。私が悲哀に満ち、悲
しみに沈んでいるのは、母上が長いこと幽閉されているからなのです」。
「わしの決定は」と父親は言いました、「君主の決定なのだ、ひと言たりとも変えるこ
とはできね。しかし、そなたには、好きなように母を訪れることを許そう。監視長にそう
伝えておく」。息子は好意を示してもらったことに感謝し、翌日、さっそく母親を訪れま
した。
悲しみに沈んでいた母親がどれほどの歓びを感じたか、愛しいローディゴ、あなたなら
思い浮べることができるでしょう。
母親のもとから宮廷に戻り、父親を訪れた息子は、前よりももっと悲しい顔をして、こ
う言いました、「親愛なる父上！　母は、まさにこの世に別れを告げようとしているとこ
ろでした。でも、私が訪れたおかげで、その魂は体に引き止められ、もう一度、父上にお
会いしたいと願っています。ああ、死に臨んでいる最初の妻のたったひとつの願いを、ど
うかかなえてやって下さい！」
その頼みは君主の心を揺り動かしました。「愛する息子よ！」と彼は言いました、「わし
が宮殿に行かなければならないとして、いったいどうすれば誰にも姿を見られずに行くこ
とができよう？　そなたもわが国の法律のことは承知しておろう、いったん君主の口から
出て、守られなかった言葉は、全国民に反乱を起こさせることになるのだ」。「父上」と、
偽りに満ちた息子が言いました、「そうした恐れだけで、母上の最後の願いをかなえるこ
とはできないとおっしゃられるのなら、一般の国民は言わずもがな、宮廷の誰ひとりとし
て、これっぽっちも感づくことのないよう、喜んでお役に立ちましょう。女装をして、夜、
ひとりで宮殿のうしろの壁のところにいらして下さい、中に入れるように前もって穴をあ
けておきます。私は父上が戻るのを待っています、母上の願いをかなえて下さいましたら、
こっそりと、また同じ道を通って父上を連れ出してさしあげます」。君主はその助言が気
に入り、二人は三日後を決行の日と決めたのです。
それからというものその恩知らずな息子は、誰にも気づかれないように注意深く壁に穴
をあけることに専念しました。その仕事は彼の思い通りにいきました。日が暮れると、息
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子は監視人を呼んで、穴をあけられた壁のところへ連れて行き、こう言ったのです、「こ
の不注意なやつめ！　宮殿へのこの入口は誰が作ったんだ、夜間にここから這い込んでく
るやつは、いったい誰なんだ？　この穴のそばに立っていて、誰かが這ってここを通り抜
けようとしたら、すぐさま首を叩っ斬るのだぞ、いいな」。
監視人は、未来の君主に命じられるままにしました。そして、女がその穴から這い出て
くるのを見るや、首を斬り落して、体を中に引きずり込んだのです。人殺しの息子は、監
視人がその責務を果たしたことを聞くと、歩み寄ってこう言いました、「それ見たことか、
君主に仕えるには役立たずなやつめ！　こいつは何度もこの宮殿にやって来たにちがいな
い。お前自身とお前の仲間たちの命が惜しいと思うなら、この死体を、誰にも感づかれな
いように、ただちに埋めてしまうのだ」。その通りに事は運ばれて、君主がどこへ消えて
しまったのか、誰にも分からなくなってしまったのです。
「分かりましたでしょ、あなた！」とアトミーナは話を締めくくった、「エーフィウス
に先を越されたら、禍はあなたに振りかかるのですよ」。
６　第三の賢人の物語
金持ちの商人とその美しい奥さんと床屋の女房
［床屋の奥さん　tonstrix］
イギリスの首都ロンドンに、大金持ちの商人が住んでいました。財産をさらに殖やすた
めに個人の船を何艘か所有し、高価な品々を求めてその船を東の国々に送り出していまし
た。幸運なことに、船はいつも無事に戻って来ました。
彼にはひとり息子がおり、立派に成長したのですが、美男子ではありませんでした。息
子は父親の仕事には、ほとんど関心を示しませんでした。さらなる富を求めて努力するこ
となど、自分には不必要なことだと思っていたのです。
父親が亡くなると、彼はその莫大な財産を相続しました。仕事をすべてやめてしまうと
いうことはしませんでしたが、たった一艘の船を残しただけで、その他の船は売り払って
しまいました。
こうして満ち足りた生活を始めた彼には、その充足感を完璧なものにする妻以外のもの
は、何ひとつとして欠けてはおりませんでした。若い商人の莫大な財産は多くの乙女たち
を吸い寄せたのですが、彼の心を動かすような娘はひとりとしていませんでした。それと
いうのも、彼は町中でいちばんの美人を探し求めていたからなのです。
ついに彼は、美しいことで評判の娘を見つけました。その娘を自分のものにしようとい
ろいろ苦心をし、彼女と会って話をするために大金を遣ったりしました。そして、実際、
35
ボヘミア語版「七賢人物語」の紹介
彼女について噂されていることが何もかも本当であったことを知り、そのとき以来、心か
ら彼女を愛するようになったのです。
黄金の鍵はすべての錠前を開けるという言葉通り、その金持ちの商人が美しいカロリー
ネの心を動かしたことは、不思議なことでも何でもありませんでした。フィアンセに山と
与えたすばらしい贈り物の数々が、彼女の心にも未来の夫に対する愛を目覚めさせ、二人
はやがて結婚生活に入ったのです。
その商人は奥さんを、全財産にも増して愛しました。彼女がどこへ行こうと、彼はお供
をしました。彼は彼女といっしょに家を出て、再び彼女といっしょに帰って来たのです。
のんきに暮らすために、多少傾いてもいいから、亡くなった父親ほどの大きな商売をする
つもりのなかった彼は、妻の不倫の原因にならないようにと、〔カールという名の〕初老
の店員ひとりを除いて、全員を解雇してしまいました。交際も好きではなかったので、彼
の家には訪問客もありませんでした。ただひとり、隣りに住んでいた床屋の奥さんだけが、
退屈しのぎに、いつでも好きなときに彼の奥さんを訪れてもいいという許しを得ていたの
です。その隣人もまだ若い女性だったので、二人が話すことといえば、たいていは以前の
未婚のころのことでした。床屋の奥さんはその詳細な話によって、大いに商人の奥さんの
好意を得て、よく贈り物をもらうようになりました。そうした贈り物が床屋の奥さんのお
しゃべりを助長したのですが、決してへつらうことはなく、いつも本当のことを話しまし
た。なぜなら、その美しい奥さんの外出を一目見るだけでもいいと、大勢の男たちが待ち
受けていたからです。
とかくするうちに、商人は一通の手紙を受け取りました。そこには、ただちに首
マ
都
マ
に向
かって旅立ち、御父上のときから支払われていない関税を精算して、〔荷物を〕お受け取
りいただきたい、と記されておりました。商人はその手紙をいやいや読んだのですが、そ
れは彼にとっても重要なことであったので、一四日間の旅に出る決心をしました。
夫から長旅に出たいのだと知らされた商人の奥さんは、たいへんな悲しみを表わしたの
ですが、心の中では、これで少なくとも一度はひとりで町の中を歩き回ることができるの
だわ、と喜んだのです。そのときから彼女が床屋の奥さんと語り合ったことといえば、目
前に迫った楽しみのことばかりでした。
ちょうどその頃、ひとりの若い伯爵が、この美しい大都会を見物しようと、外国からロ
ンドンにやって来ました。彼はすぐに同じような仲間を見つけ、楽しめる場所にいくつか
案内してもらったり、思い出に残る多くのものを見せてもらったりしました。いろいろと
話をしながら歩いているとき、若い伯爵は、向こうからやって来る美しい娘に目をとめま
した。彼は立ち止まり、じっとその娘を見詰めました。居合わせたうちのひとりが、いっ
たいどうしてそんなに急に立ち止まったりするんだね、と伯爵に尋ねました。「あの娘
こ
が
きれいだから」と伯爵は応えました。「あのくらいのなら、ここいらにはいくらでもいる
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よ」と、その男は言いました、「しかしね、ある商人の若い奥さんが、何と言ってもいち
ばんの美人だね」。その人の住まいはどこにあるのか、と伯爵は熱心に尋ねました。連れ
の者たちからいろいろと知った彼は、どうしてもその姿を見たくなったのです。
翌日、伯爵は朝早くから起き出して、建物の外観と合わせて詳しく説明してもらってお
いた通りへと赴きました。そして、何度か店の前を通り過ぎては、あれほどまでにたたえ
られている女性を一目でも見ることはできないものかと、様子をうかがったのです。しか
し、いくら苦労をしても無駄でした、例の店員以外の姿はなかったのです。もう帰ろうか
と思ったとき、商人の店からさほど遠くないところにある家に、床屋を示す看板が吊るさ
れているのに気がつきました。そのとき彼は、あそこで髭でも剃ってもらおう、あの名高
い奥さんのことをもっと詳しく聞けるかも知れないと思いついたのです。彼は、仕事用に
整えられた一階の部屋に入りました。しかし、床屋の奥さんと二人の幼い子供のほかには
誰もいませんでした。彼が早くも帰ろうとすると、真面目な奥さんがへりくだって歓迎し
ながら彼を引き止めて、こう言いました、「高貴な旦那さま、お髭を剃れとのことでした
ら、わたしが御満足のいきますようにお剃りしてさしあげます」。彼は、床屋の奥さんの
用意した肘掛け椅子にすわりました。ほどなく彼女は仕事を完璧に終えました。伯爵は立
ち上がると、ドゥカーテン金貨を一枚、彼女の手に握らせました。
黄金の輝きに、床屋の奥さんは何度も何度も感謝の言葉を口にしたばかりか、どんなこ
とでもお役に立つことがあればいたします、と申し出たのです。「それはたいへんありが
たい、奥さん」と伯爵は言いました、「この近くに住んでいるという商人の奥さんを賞賛
する言葉を何度も耳にしたんだが、その女
ひと
を一目見るということはできないものかね？」
「まあ、立派な旦那さま！」と床屋の奥さんは叫びました、「あのひとはあたしの実の妹み
たいなもので、あたしがいなければ一日だって過ごせないんでございますよ。殿方があの
ひとのそばに行くのがとっても難しいってことは、本当のことでございます、何しろ御主
人がいつも家にいて、奥さんの動きを残らず見ているんですからね。でも、もし二・三日
滞在できるのであれば、あのひとに会うだけでなく、何でも好きなことをあのひとと話し
たりできますわ、御主人が長旅をすることになっているんでございます、出かけてしまい
ましたら、もうあのひとに会うのを邪魔するものなんて何もありませんわ。ほかのことは
何もかも、このあたしが何とかしてさしあげます」。伯爵はその申し分のない説明に大歓
びをし、金貨をもう一枚取り出すと、それを床屋の奥さんの手の中に滑り込ませて、こう
言いました、「奥さん、わずかですが、とにかく受け取って下さい、今の約束をちゃんと
かなえてくれたら、できるだけの御礼をしましょう」。そう言って彼は彼女と別れたので
す。
伯爵がまだその通りをあとにしないうちに、床屋の主人が帰ってきました。すぐさま床
屋の奥さんは大喜びで商人の奥さんのもとに急ぎ、部屋に彼女しかいないのを見て、ドキ
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ドキしながら小声でこう言い始めました、「ああ、奥さん！　この喜びを何て言ったらい
いのか、分からないわ、ほんのちょっと前のことだったのよ。ああ、うちに来た若い男の
人ったら、何てハンサムで、何て素敵だったことかしら！　あたしはあなたと比べれば、
ずっと年上だけど、それでも惚れ込まずにはいられないわ」。「それで」と商人の奥さんが
尋ねました、「あなたには御主人がいるってこと、忘れちゃったの？」「よく分かるわね。
だって、あの人のきれいなブロンドの髪や、薔薇色の顔や、青い目が、本当にあたしの感
覚を麻痺させてしまって、旦那のことなんかすっかり忘れてしまったのよ。でも、当てて
ごらんなさい、そのひとがうちに何をしに来たのかを！」商人の奥さんは大きな声で笑い
始め、こう言いました、「若いんだったら、あなたに髭を剃ってもらおうと思ったんじゃ
ないの？」「うちに来た第一の理由はそうだったわ」と床屋の奥さんは応えました、「でも
ね、それ以外のことはみんな、あなたに関係があったのよ」。――それから彼女がすべて
をあまりにも感動的に物語ったので、若い奥さんは、それほどまでにたたえられる若者な
らぜひ会ってみたいと思うようになりました。そこで、主人が旅立ったら、その人と会っ
てもいいわ、と彼女に約束してしまったのです。
商人の旅立ちの時がやって来ると、彼は床屋の奥さんを呼んで、こう言いました、「親
愛なる奥さん！　御承知のように私は長旅に出て、妻を残して行かなければなりません、
あれはあなたを心から慕っていますので、どうかしばしば訪ねてきて、悲しみを晴らして
やって下さい。御好意には、戻りましたら、感謝の気持ちとともに報いさせていただきま
すよ」。話好きの奥さんは、何でも念入りにいたします、と約束しました。商人はドゥカ
ーテン金貨を何枚か彼女に手渡して、私が妻のもとを離れるまでずっと家にいて下さいと
頼みました。
旅立ちの用意をすっかり整えた彼は、泣いている妻の部屋へ行きました。彼は妻を抱き
締めて、言いました、「もう出かける時間だ、愛しいお前。私がまたお前のもとに戻って
くるまで、その清らかな心と夫婦の操を守っていてくれ」。その言葉を聞いて奥さんは床
に倒れ伏し、気を失ってしまいました。びっくりした商人が床屋の奥さんを呼ぶと、彼女
はすぐさま部屋に急ぎ駆けつけて、奥さんの意識を戻そうとしました。さんざんに苦労を
してうまくやり遂げた彼女は、これはひとえに旦那さまに寄せる大きな愛ゆえの女の弱さ
なのです、と言い訳をしました。そして、こう言ったのです、「尊敬すべき旦那さま、奥
さまの心痛をこれ以上大きくしないためにも、どうか急いでお出かけになって下さい。ど
れほど奥さまをお慰めしなければならないとしても、あとのことはこのわたしがお引き受
けいたします！」商人はもう一度妻にキスをすると、悲しい気持ちで家をあとにしたので
す。
商人が旅立ち、床屋の奥さんが、彼女にぜひ会いたいという伯爵の望みを今一度語ると、
やがて奥さんの見せかけの悲しみも消えてゆきました。「ねえ、あなた」と床屋の奥さん
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は言いました、「さあ、もう大丈夫よ、これで好きなことを何でも話せるし、できるわ。
カールはずっと店にいなければならないし、もし何か気づかれたとしても、そのときはあ
たしに任せてちょうだい、何も告げ口なんかできないようにあの人の舌を、しっかりと結
び合わせてやるわ。さあ、白状しなさい、あなたのことを待ち焦がれているあのハンサム
な伯爵に会うつもりはあるの？」「ああ」と商人の奥さんは応えました、「わたし、心配な
のよ、その人が家に入るときに、誰かよその人に気づかれるんじゃないかってね」。「よけ
いな心配はしちゃだめ」と床屋の奥さんは話をさえぎり、そう言いながら彼女をおいて帰
って行きました。
若い伯爵はもう長いこと家の周りを歩き回っていて、いらいらしながら床屋の奥さんが
やって来るのを、今か今かと待っていました。彼に気づいた彼女は、近づいて、こう言い
ました、「恵み深い旦那さま！　何もかもお望みのままに整いましたよ。さあ、何の心配
もなさらずにあたしといっしょにいらして下さいまし。会いたいと願っているひとがたっ
たひとりでいる部屋に案内してあげますわ」。伯爵は大喜びで床屋の奥さんのあとについ
て行きました。二人が家に入ったとき、カールがちょうど店の扉を閉めていて、床屋の奥
さんといっしょに女主人のもとに行く見知らぬ客の姿を見かけたのです。けれども彼はそ
のことを気にも留めず、胸騒ぎを感じることもなく、自分の小部屋へと引き上げて行きま
した。
伯爵は心を震わせながら案内人について部屋に入り、商人の奥さんの手にキスをして、
厚かましくもお伺いいたしましたこと、どうかお許し下さいと頼みました。ハンサムな伯
爵を見た商人の奥さんは顔を赤らめ、お辞儀をするのが精一杯で、声を出すことすらでき
ませんでした。けれども、話好きな床屋の奥さんの機転で、すぐにその二人の若い男女は
あれこれとお互いに言葉を交わすようになったのです。
すると、商人の奥さんが取り持ち女に合図をして、店から葡萄酒をひと瓶と何か甘いも
のを持ってくるよう知らせました、早くも自分の心を燃え上がらせていたその伯爵に、何
とかして尽くすことができればと思ったのです。ちゃんとそのことに気づいた伯爵はドア
のところで床屋の奥さんをつかまえ、ドゥカーテン金貨を二枚その手に押し込んで、最高
の葡萄酒を買ってくるようにと頼みました。機微に通じた奥さんは、それ以上は何も言わ
せませんでした、商人の奥さんがすべてを味わい尽くすことになることを承知していたか
らです。
床屋の奥さんが葡萄酒を持って戻ってくるまでの間に、その二人の恋人たちにはもっと
親密に語り合うこともできたし、疑いもなくその通りのことが起こったのです。なぜなら、
床屋の奥さんが戻って来てドアを通って中に入ってきたとき、恋人たちはあわてて最後の
キスをやめたからです。
それから、床屋の奥さんはすばらしい葡萄酒をグラスに注ぎました、その葡萄酒のせい
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で血管を流れる血が熱くなり、間もなく三人とも心が浮かれてきました。もうこれ以上こ
こにいる必要はないなと思った床屋の奥さんは、別れを告げると、思い切って家に帰って
しまいました。
いつもなら控え目なのに、そのときは葡萄酒に酔ってしまった奥さんは、夫の願いなど
すっかり忘れてしまい、強い葡萄酒のせいで眠くてたまらなくなったので、ベッドに横に
なってしまいました。話し相手が誰もいなくなってしまったので、伯爵も彼女の例になら
い、こうして二人は何の懸念もなく眠り込んでしまったのです。
町を数マイル離れたところで、商人は勘定を拭き書きした重要書類を家に置き忘れてき
たことに気がつきました。それがなければ旅の目的を果たすことができなかったので、ど
うしても家に戻らざるを得ませんでした。そして、一刻も早く戻るために、馬車を雇い人
とともに宿屋に置き、彼ひとり、馬に乗って家に急いだのです。
ちょうど真夜中頃に町に入った彼は、家の前で馬を下りて格子につなぎ、家のマスタ
ー・キーを取り出して、静かに店員を起こしに行きました、彼の部屋には毎晩必ずランプ
を置いておくことになっていたのです。ああ、主人の声に気づいたとき、カールはどれほ
どびっくり仰天したことでしょう、あの見知らぬ客がまだ家にいることを知っていたので
す。彼はベッドから飛び出し、ドアを開けました。主人は、黙ったままテーブルの上の蝋
燭に火をつけると、自分の部屋へと急ぎました。
ああ、彼の胸はどれほどの歓びに満たされていたことでしょう、今すぐにも、誠実な妻
が愛らしく眠っている姿を見ることができると思ったのです。彼は静かに部屋に近づき、
ゆっくりとドアを開けて、中に入りました。
たとえ、稲妻が残らず目の前に落ちてきたとしても、そのとき、男物の服がテーブルの
上に散らばり、ベッドで二人の人間が寝ているのを見た商人ほど肝をつぶした人はいなか
ったでしょう。体じゅうの血がカッと熱くなり、思慮分別を奪われてしまった彼は部屋か
ら部屋へと急ぎ、二丁のピストルをつかみ、弾を二つずつこめて、一丁は不実な妻に、も
う一丁はその愛人にと決めて、それをテーブルに置くと、カールを証人として呼びに行き
ました。
生きた心地もせずに部屋に入ってきた店員に、主人は怒り狂ってこう叫びました、「不
運なやつめ！　いったい誰をおれの家に入れたんだ？」カールは体じゅうを震わせながら、
床屋の奥さん以外には誰も、家に入ったり出たりしたのは見ておりません、と弁解しまし
た。「それならおれといっしょに部屋に来い」と商人は言いました、「そうすれば、あの不
実な女が姦夫といっしょにひとつベッドで寝ているのが分かるだろう。お前はやつらが当
然受けるべき死の証人として、見ているのだ」。そして、両手に一丁ずつのピストルを握
ると、言葉を続けました、「よく見ているんだぞ、この弾で、いまいましい二人の心臓を
ぶち抜いてやるからな」。そう言うと彼はカールに、蝋燭を持って、奥さんと伯爵がぐっ
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すりと眠り込んでいる部屋に先に立って行くよう命じたのです。
部屋に入ると、商人が言いました、「さあ、ベッドを見てみろ、ならず者と欲情に駆ら
れた女の罪のけがらわしい行為を否定することはできまい」。そう言うと彼は二丁のピス
トルの撃鉄を起こし、相変わらずぐっすりと眠り込んでいる二人に、早くも狙いをつけた
のです。
「ああ、気高い旦那さま」と、彼の前にひざまずいて、カールが大きな声で言いました、
「どうか二人の魂を哀れと思って、破滅させてしまうようなことはなさらないで下さいま
し。神さまと和解できるだけの時間を、二人に与えてやって下さいまし」。カールの願い
をもっともだと思った商人は、気持ちを鎮めて、こう言いました、「それじゃあ、フラン
シスコ会修道院に行って、急いで司祭をひとり、ここへ連れてこい、やつらにあの世へ行
く心の準備をしてもらうのだからな」。
カールはすっかりうろたえて真っ先に床屋の奥さんのもとへ急ぎ、激しく家を叩き、彼
女がドアを開けるや、体じゅうをぶるぶる震わせながら、何が起こったのかを語り始めた
のです。彼女はそのまどろっこしい話が終わるのを待たずに、あたしが戻ってくるまでこ
こにいて、と命じました。そして自分は、フランシスコ会修道院の仕立て屋をしている代
父の家に急いで駆けつけ、窓を叩いて、どうか修道服を貸して下さい、眠りもせずにいつ
までも騒いでいる子供たちを驚かせてやりたいのよ、と言葉巧みに頼み込んだのです。た
いしたことじゃないと思った寝惚け眼の仕立て屋は、ベッドから起き上がると、着古した
修道服を一着手に取り、窓越しに彼女に手渡しました。床屋の奥さんは急いで家に戻り、
すぐに御主人のところに戻って、あとからじきに司祭さまが来ますって知らせなさい、と
カールに命じたのです。
床屋の奥さんはその修道服を着込み、顔に色を塗り、頭にはフードをかぶって、商人の
家へと急ぎました。
商人の部屋に入った偽りの司祭は、お辞儀をすると、ここに呼ばれた理由は何なのです
か、と尋ねました。商人はすべてを語り始め、その話をこう言って結びました、「司祭さ
ま、変えようのない私の決意を、もうこれ以上引き留めないで下さい、さもないと、彼ら
の魂を、心の準備もさせないうちに地獄に送り込むことになってしまいますぞ」。
計画を実行するのに必要な時間もあまりないし、頼み込んでも商人の心を和らげること
はできないと悟った床屋の奥さんは、私があの哀れな二つの魂に、あなたによって定めら
れた死の覚悟をさせるまで、どうか御自分の部屋に行っていて下さい、と商人に頼みまし
た。商人は偽りの司祭の意に従いました。しかし、自分の部屋には行かず、武器を手にし
たまま、気も狂わんばかりに廊下で待っていました。
さて、商人の奥さんと伯爵が相変わらずぐっすりと眠り込んでいる部屋に大急ぎで入っ
た床屋の奥さんは、ベッドに走り寄り、二人をそっと起こし始めました。その目を開けた
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ときに、火をともした蝋燭を持って目の前に立っている司祭の姿を見た二人は、どれほど
驚いたことでしょう！　しかし、床屋の奥さんは二人の驚きを制して、こう言いました、
「静かに、驚いちゃだめ、あなたもです、伯爵さま、すぐにベッドから出て下さい」。床屋
の奥さんだと分かった伯爵は、すぐにその指図に従いました。商人の奥さんのほうは、稲
妻に打たれたかのように、ひと言も発することができませんでした。
床屋の奥さんは急いで修道服を脱いで、こう言いました、「伯爵さま、大急ぎでこの修
道服を着て下さい、次の間を出ると、間違いなく奥さんの御主人があなたを待っています
から、勇気を振り絞って、こう言って下さい、『尊敬すべき御主人！　祈りを捧げている
夜間に、私たち哀れな修道士をからかうとは、神に対する大罪ですぞ。あなたの奥さまと
姦夫に死の準備をさせてほしと言って私をお呼びになりましたが、ベッドで寝ているのは
二人の女です。聖職者をからかい、馬鹿にするのは神様に逆らうことですぞ』ってね。そ
うやって彼をさんざんに叱りつけたら、あたしの家に行って、あたしが帰るのを待ってい
て下さい」。
床屋の奥さんはそう言いながら、伯爵の服を着込みました。そして、変装した修道士が
商人に言葉をかけ終えて、すでに階段を降りたころ、床屋の奥さんは男物の服を着て、笑
いながら商人のそばに歩み寄り、こう言ったのです、「まあ、旦那さま、さあ、わたしを
よく御覧になって下さい、この男物の服、なかなかわたしに似合っていますでしょ、きっ
と、わたしだってこと、お分かりにならないと思うわ」。
商人は呆然として床屋の奥さんを見つめたまま、その奇妙な出来事を理解できずにいま
した。「ああ、旦那さま！」と、床屋の奥さんはまた話し始めました、「旦那さまが旅立っ
てからというもの、奥さまは旦那さまを思って嘆き悲しみ、何度も何度も気を失われたん
ですよ。正気に戻すために考えられる限りのことをして、やっとのことでいくらか気持ち
を落ち着かせることができたんです。それでも、何とかして楽しい気持ちにすることがで
きないかと思って、奥さまがベッドに横になって寝入ったときに、わたしは家に帰って、
男物の服を着て〔また戻ってきたんです〕、そうしたら悲しんでいた奥さまが大笑いをし
て面白がってくれたので、気持ちも落ち着いて、二人してベッドに入って、すっかり寝込
んでしまったものですから、旦那さまのお帰りに気づかなかったのです。そういうことで
すから、どうか許して下さいね」。
「さあ、陛下！」と物語を終えた第三の賢人が言った、「今のお話で、女のずる賢さが
お分かりになりませんでしょうか？　女はへつらうことによって、この上なく用心深い男
をも欺くことができるのですぞ。それと同じように欺かれて、正真正銘の継承者である御
子息のお命を失ったりすることのないよう、用心して下さいませ」。
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７　王妃の第四の物語　貴族とその金遣いの荒い息子
［金遣いの荒い息子　filius profusus］
農場も財産もある地方貴族が愛する妻と暮らしており、結婚生活六年目に息子が生まれ
て、たいへん満足したのです。その子は、彼らにとっては世界でいちばんの喜びとなりま
した。莫大な財産を継いでくれる子を長いこと切望していたからです。幼い息子に理解力
がつき始めたとき、まだ柔軟な年頃にでるだけ教育を受けさせるということも、怠りませ
んでした。年齢が進むにつれて〔息子〕ルードルフはますます才能を発揮するようになり、
やがて申し分のない機知と思慮分別とを身につけたのです。
用意周到な父親は、ルードルフの知識を増すための出費はいとうことなく、いつしか息
子がこの上ない喜びとなる日を楽しみにしていました。彼は息子を首都ペルーに送り出し、
そこの高等学校で授業を受けさせたのです。いろいろな娯楽に満ちあふれ、愉快な仲間を
見つけることのできたその大都会に、ルードルフはたいへん満足し、それが度を越して、
役に立つ授業に出るよりも、面白おかしいことを探し求めるようになりました。けれども、
そのためには大金が必要でした。そこで彼は、しばしば両親に手紙を書いて、いろいろな
口実をもうけては両親の財布を空にしようとしたのです。母親は夫に、ルードルフにあま
り大金を送らないで下さい、あの子を駄目にするだけですから、と何度も諌めました。夫
はいろいろ言葉を尽くして、どうかそんなことは言わないでくれと説得したのですが、小
言を聞くのがいやになってしまって、これからは何もかも妻には隠しておこう、と決意し
たのです。
自分の思い通りになると知ったルードルフは、したいと思っていることをそのまま続け、
いつも考えることと言えば、今度はどんな新しい楽しみを友だちとしようかということば
かりでした。充分なお金があるので、何でも思い通りになりました。ルードルフはせっせ
と父親に手紙を書いて、将来、すべての埋め合わせをするからと約束しました。そして、
知っている限りの学芸をひけらかし、何を学んでいるか、どれほど多くの言葉を理解でき
るようになったか、騎士として身につけるべき技能で傑出した成績をおさめては何度表彰
されたことかなどを知らせたのです。そうしたでたらめな報告のひとつひとつが父親の心
を動かして、息子のためなら何も惜しむまいと決心させたのです。
息子に寄せる父親の盲目の愛は、財産が目に見えて減ってしまったことにすでに気づい
ていたにもかかわらず、限度というものを知りませんでした。彼は相も変わらず、ルード
ルフに大きな名誉と喜びを感じており、息子によって幸福になるのだと期待していたので
す。
ルードルフが親元を離れてから、早くも七年目が過ぎ去ったとき、妻は夫に、ルードル
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フを家に呼び戻して、あなたに代わって農場の経営をしてもらいたいと思っているのだと
求めました。貴族
おっと
は喜んで妻の願いをかなえてやり、ルードルフを呼び戻しに使いを出し
ました。
息子が立派に成長しており、相変わらずハンサムな顔立ちをしているのを目に留めた父
親は、どれほどの歓びで息子を迎えたことでしょう！　長いキスをし、まさに不相応と言
ってもいい敬意を表したのです。賢い妻のほうは息子をさほど歓迎しませんでした。彼女
には、自分たちの財産を減らしたのはルードルフだということがよく分かっていたからで
す。けれども、目の届くところにいることになれば、それ以上の浪費をする機会を与えな
いことはできるであろう、と彼女は思ったのです。しかし、そのもくろみも良い結果は産
みませんでした。なぜなら、ほんのしばらく両親のもとにいただけで、早くもルードルフ
は、愉快な仲間がそばにいないせいで、大きな不満を露わにするようになったからです。
彼は父親に、どこかよその土地で幸運を見つけて、自分と両親とを幸わせにしたいから、
どうか外国を旅行することを許して下さい、と頼みました。思慮の足りない父親はすぐさ
ま息子の願いを承知したのですが、母親のほうはどうしても認めようとはしませんでした。
すると、恩知らずな息子は母親をたえず苦しめ始めるようになり、その後まもなく彼女は
亡くなってしまったのです。
畏敬の念を起こさせる母親の死は、ルードルフにとっては、世界のあらゆる障害が取り
払われたことを意味しました。自分の気に入ったことなら何でも父親から認めてもらえる
ことを知っていたので、母親の死後まもなく、彼は以前の願いをもう一度父親に持ち出し
て、何の反対もなく許しをもらったのです。けれども父親は、息子の浪費のせいでもうか
なり前に土地を抵当に入れてしまっていたので、そのときは、その土地を売らざるを得な
くなり、手もとに残ったのは生活に必要な農場ひとつだけになってしまいました。金遣い
の荒い息子は、自分のために全財産を処分してくれた父親に、これっぽっちも同情を感じ
ることはありませんでした。有り金をすべてかき集めると、彼は旅に必要なものをすべて
整え、二人の召使いを連れて、泣き濡れている父親をあとに、外国へと旅立って行きまし
た。
彼は途中のいたるところで、つまり大都会で、彼に金庫を開けさせるだけの愉快な仲間
をまたもやたくさん見つけました。いろいろな仲間に加わって娯楽を探し求めることなら、
もうかなり前から心得ていたので、お金で手に入れることのできるものなら、彼は何も不
自由はしませんでした。
家からまだ五〇マイルも離れないうちに、彼はもうお金の入った袋を半分も金庫から取
り出してしまい、〔間もなくすべてを〕遣い果たしてしまっていました。結局、彼の手も
とに残ったのは、馬と馬車だけでした。召使いを解雇したときになってやっと、彼はまた
父親のことを思い出したのです。どうすればいいかと、彼はあれこれ考えました。やがて
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彼は、父親にはまだ生活のために残してある農場があることに思い至りました。すぐに彼
は、嘘偽りに満ちた長い手紙を書きました。大きな幸運に恵まれたこと、裕福で美しい伯
爵令嬢の夫に選ばれたこと、だから父上は、老後を安楽に暮らすことができるように、農
場とすべての所有物をお金に換えて、こちらへお越し下さい、妻が、言葉では言い表わせ
ないほどの喜びを胸に、父上の到着を今か今かと日々楽しみにしていますから、と書き送
ったのです。
自尊心を満足させてくれる、しかし偽りに満ちたその手紙は、父親の心に新たな愛情を
呼び覚ましました。彼はいそいそと息子の助言に喜んで従い、すべてを売り払って、一刻
も早く息子をその胸に抱き締めてやろうと、喜びに胸をふくらませて旅立ったのです。
息子に会いたい一心で道を急いだ彼は、思ったよりも早く町に着きました。ああ、どれ
ほど思い焦がれて彼は、息子が手紙で教えてくれた屋敷を探したことでしょう！　彼がそ
の屋敷に連れて行かれたちょうどそのとき、出来損ないの息子が階段を降りて彼に歩み寄
ってきました。父親に気づいた彼は、喜びのあまりにキスをし、彼の部屋へと案内しまし
た。馬車をどこに置いてきたのか、というのがルードルフの最初の質問でした。場所を聞
かされるや、一刻も早くお金の勘定をしたかった彼は、すぐにお金を取りに人をやり、金
庫を部屋に運び込ませて、御者にお金を払うと、帰るよう命じました。
それから彼は父親に、自分がどんな幸運に巡りあったかを語り始めました。「お父さん」
と彼は言いました、「妻は今、領地に移ったときの用意を整えるために、領地に行ってい
ます。この屋敷はすべて、お父さんの安楽のためにと、伯爵令嬢が選んでくれたものです。
彼女が戻ってきたときに、私がたいしたことのない家柄の出だと思われないように、お金
は出しておいて下さい、誰もそんなもの必要とはしないでしょうけれどね」。
父親は喜んで金庫を開け、最後のお金を息子に渡しました。彼はお金の入った袋を別の
部屋に運び込んで、最後に当たってこう言いました、「ちょっと待っていて下さいね。お
父さん！　伯爵令嬢を呼びに人を手配してきますから、何しろお父さんの到着を待ち焦が
れているんですから」。そしてその間に、その邪悪に満ちた、金遣いの荒い息子は、別の
ドアを通り抜けてお金を自分の馬車に運び込み、町を離れてしまったのです。
悲しい父親は、いくら待っても出来損ないの息子が戻って来なかったので、たまらなく
なって息子の行方を尋ねました。ところが、もう息子に会うことはできませんでした。こ
うして彼は、息子への愚かな愛情が原因で、その町で死ぬまで生活費を稼がなければなら
ないはめになったのです。
「愛しいあなた！」と王妃は物語を結んだ、「御子息が立派な学問のかわりに、〔今の話
と〕同じような悪事を身につけてきたとしたら、同じことがあなたの身にも起こることに
なるのではありませんか？　ですから、あなたには、目前に迫ったたいへんな危機を未然
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に防いでいただきたいと願っているのです」。
８　最後の賢人の物語［寡婦　vidua ］（割愛）
（ラテン語版Ｈ『七賢人物語』142-148p.参照）
最後の賢人の物語と勧告が済んで、エーフィウスが父親のもとに連れてこられると、ア
トミーナはひとかたならず喜んだ、これでやっと有罪の判決が下されると思ったのだ。
王妃が二人をどれほど欺いてきたのかを父親に示すために、エーフィウスは、「ローマ
の書物で読み耽ったことがある」という物語を語った。
９　王子の物語　パピーリウスとその息子ベンヤミン
［パピーリウス　Papirius］
ベンヤミンの母親は、〔ベンヤミンが〕三歳のときに亡くなってしまう。慰めようのな
い父親は、ある日のこと、道を歩いている美しい娘に目を留め、やがて彼女と結婚する。
彼女の貞節は次第に失われてゆき、ある取り持ち女の助力を得て、娘に変装した若者を手
に入れる。
一〇歳になったとき、ベンヤミンは市庁舎へ行く。彼に探りを入れるため、継母は彼を
庭へ散歩に連れ出す。父親はそのことをとてもうれしく思い、息子に、散歩に連れていっ
てもらったことを感謝しなければだめだよ、と諭す。内密の決定を探り出す過程が詳しく
物語られる。継母にけしかけられて暴動を起こした町の女たちは、市庁舎の前に押しかけ
てきて、決定を撤回するよう強要する。彼女たちの意見は、妻が二人の夫を持つのならよ
いが、その逆は認められないというものである。
物語を終えると、エーフィウスは父親に、悪知恵のある女の策略によって、この国でも
暴動が起こりうるのではないか、と尋ねた。すると、ローディゴが応えた、「そんなこと
はこの宮廷には起こるはずもなかろう」。エーフィウスは肩をすくめて、王妃の侍女たち
を残らず御存知ですか、と父親に尋ねた。エーフィウスは真っ先に、彼が無実で訴えられ
ていることを知っている、震えている侍女たちを審問した。さらに彼は、緑の服を着てい
る侍女をひとり残して、他の侍女たちをみな部屋の外に出させた。彼女の正体が暴露され
るや、王は動転して床に転げ落ちてしまった。エーフィウスと賢人たちが彼を再び助け起
こした。
召集した裁判官たちにローディゴはひとまず、王の名誉を汚した者に対しては、ふつう
はどうするのか、と尋ねた。裁判官たちは敢えて判決を下そうとはしなかった、それがエ
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ーフィウスに対する判決なのではないかと恐れたからであった。変装していた若者が呼び
入れられて、すべてが明るみに出された。父親は息子に、死刑の判決を下すよう求めた。
しかし、王子はひざまずいて、継母の罪を問わないようにと頼んだ。同じことを賢人たち
もした。例の若者だけは国境まで連れて行かれて、火刑に処されたが、王妃は、広大な森
に建てられたイングラート（「忘恩を意味する」）城に幽閉された。
その後、ローディゴの気は晴れることもなく、誰にも会おうとしなかった。王位を息子
に譲るために彼は、「領主や高官たち、伯爵や騎士」をひとり残らず召集した。エーフィ
ウスの治世の二年目に、ローディゴは病にかかり、間もなく亡くなった。父親が亡くなる
と、エーフィウスは何人かの有力な廷臣たちにアトミーナを迎えに行かせた。しかし彼女
には、もはや宮廷に戻る気はなく、今の城にそのままとどまって、犯した罪の償いをさせ
てほしい、と願い出た。
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